


Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内：

ベンツ（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€32 〜€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   ウィーンの森 : 火木土
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947  市内半日 : 月水金日  他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
ホイリゲとコンサートで楽しむウィーンナイト／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー／
ザルツブルクとザルツカンマーグート／ブダペスト１日

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

その他ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウィーンデスク  Franz Jirsa GesmbH
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金 / ９：30 ～ 12：30
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL: (01) 400 60 128
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   e-mail  y.takamine@viennaticket.at
JR パス、日本語観光バス、各種チケット手配

月刊ウィーン定期購読のご案内
 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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三
月
二
六
～
二
八
日
に
か
け
て
近

畿
大
学
に
お
い
て
日
本
原
子
力
学
会

春
の
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。
福
島
原

子
力
発
電
所
事
故
後
で
は
四
回
目
の

学
会
開
催
で
あ
る
。
初
日
午
前
の「
い

ま
福
島
が
原
子
力
学
会
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
題
す
る
一
般
公
開
の
特
別

講
演
で
は
、
川
俣
町
か
ら
「
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
の
現
状
と

課
題
」、
福
島
県
か
ら
「
福
島
県
の

除
染
対
策
に
つ
い
て
」
の
二
件
の
講

演
が
あ
っ
た
。
最
初
の
講
演
で
は
、

急
遽
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
古
川
町

長
が
ビ
デ
オ
で
川
俣
町
の
復
興
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も

に
、
事
故
収
束
に
向
け
た
原
子
力
学

会
の
支
援
を
「
力
を
貸
し
て
欲
し
い
」

と
訴
え
ら
れ
た
。
二
件
目
の
講
演
で

は
、
福
島
県
に
お
け
る
除
染
作
業
の

状
況
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。
廃
棄

物
の
仮
置
き
場
の
確
保
、
事
業
者
等

の
育
成
・
確
保
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
地

元
の
復
興
作
業
の
大
変
さ
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
の
解
析
な
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
討

論
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
一
日
目

午
後
の
総
合
講
演
「
国
際
原
子
力
人

材
育
成
大
学
連
合
ネ
ッ
ト
の
構
築
と

モ
デ
ル
事
業
の
成
果
」
に
お
い
て
、

「
戦
略
的
国
際
原
子
力
教
育
の
成
果
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
京
大
が

幹
事
校
を
務
め
た
タ
イ
を
始
め
と
す

る
ア
ジ
ア
七
ヶ
国
に
対
し
、
各
五
日

間
の
出
前
講
義
を
行
い
、
地
元
の
大

学
を
中
心
に
三
年
間
で
計
三
八
六
名

の
現
地
研
修
生
の
参
加
が
あ
り
、「
原

子
炉
を
導
入
す
る
我
が
国
に
と
っ
て

貴
重
な
情
報
を
教
え
て
頂
い
た
」
な

ど
各
国
の
反
響
は
極
め
て
良
好
で

成
功
裏
に
完
了
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
こ
の
間
に
構
築
し
た
貴
重
な
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
拡
大
し
て

ゆ
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ

と
が
関
係
者
の
共
通
の
認
識
と
な
っ

た
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都

の
類
似
点
で
は
、
両
市
の
有
名
な

散
歩
道
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
は
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
小

径
」
と
呼
ば
れ
る
散
歩
道
が
あ
る
。

小
川
沿
い
の
木
立
の
中
の
こ
の
道
を

歩
き
な
が
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
交

響
曲
第
六
番
『
田
園
』
の
曲
想
を
得

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
は
高
級
住

宅
地
の
中
の
緑
あ
ふ
れ
る
道
と
な
っ

て
い
る
。
道
の
近
く
に
は
彼
が
暮

ら
し
た
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
遺

書
の
家
も
あ
る
。
聴
覚
を
失
っ
た
こ

と
に
絶
望
し
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
、

一
八
〇
二
年
に
弟
に
宛
て
て
こ
こ
で

遺
書
を
書
い
た
と
い
う
。
中
は
記
念

館
に
な
っ
て
お
り
、
デ
ス
マ
ス
ク
や

楽
譜
、
小
さ
な
ピ
ア
ノ
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
小
径

は
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら

ホ
イ
リ
ゲ
街
の
あ
る
グ
リ
ン
ツ
ィ
ン

グ
ま
で
延
び
て
い
る
。

　

一
方
、京
都
の
東
山
山
麓
に
は
「
哲

学
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
小
道
が
あ
る
。

京
大
教
授
の
哲
学
者
・
西
田
幾
多
郎

が
こ
の
道
を
散
策
し
な
が
ら
思
索
に

ふ
け
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い

た
と
言
わ
れ
る
。
元
々
は
「
思
索
の

小
径
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、

い
つ
し
か
「
哲
学
の
道
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
哲
学
の
道
は
南

禅
寺
付
近
か
ら
銀
閣
寺
ま
で
琵
琶
湖

疎
水
に
沿
っ
て
延
び
て
お
り
、
疏
水

の
両
岸
に
植
え
ら
れ
た
桜
が
み
ご
と

で
、
春
や
紅
葉
の
季
節
に
は
多
く
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
。
道
の
中
ほ
ど

の
法
然
院
近
く
に
は
、
西
田
が
詠
ん

だ
歌
「
人
は
人
吾
は
わ
れ
也
と
に

か
く
に
吾
行
く
道
を
吾
は
行
く
な

り
」
の
石
碑
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

両
市
出
身
の
偉
人
の
着
想
に
結
び
付

い
た
散
歩
道
で
あ
り
、
現
在
は
観
光

名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー

ン
赴
任
中
、
春
先
に
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の
小
径
を
散
歩
し
て
は
、
本
当
に

の
ど
か
な
気
分
を
味
わ
っ
た
。
哲
学

の
道
は
下
宿
に
近
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
学
生
時
分
に
よ
く
通
っ
た
が
、

こ
こ
一
、二
年
も
家
内
や
京
都
を
訪

問
し
た
娘
と
良
く
散
歩
し
た
。
初
夏

の
夜
、
蛍
を
観
賞
に
き
た
こ
と
も
あ

る
。
両
市
の
有
名
な
散
歩
道
を
満
喫

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集

部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
小
径
の
写
真
を
欄
外
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純

京
都
大
学
教
授
／
元
原

子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の

原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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■ Beethovengang 新緑のベートーヴェンの小径■
路面電車 D《Nussdorf》 行きの終点 Beethovengang 下車


